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明明
けけ
まま
しし
てて
おお
めめ
でで
とと
うう
ごご
ざざ
いい

まま
すす
。。

市市
民民
のの
皆皆
様様
にに
おお
かか
れれ
まま
しし
てて
はは
、、

輝輝
かか
しし
いい
希希
望望
にに
満満
ちち
たた
新新
年年
をを
おお

迎迎
ええ
のの
ここ
とと
とと
おお
喜喜
びび
申申
しし
上上
げげ
まま

すす
。。

まま
たた
皆皆
様様
にに
はは
日日
頃頃
かか
らら
市市
政政
にに
対対
すす
るる
温温
かか
いい
ごご
理理
解解

とと
絶絶
大大
なな
るる
ごご
協協
力力
をを
いい
たた
だだ
きき
厚厚
くく
御御
礼礼
申申
しし
上上
げげ
まま
すす
。。

昨昨
年年
をを
振振
りり
返返
っっ
てて
みみ
まま
すす
とと
北北
朝朝
鮮鮮
にに
よよ
るる
核核
実実
験験
のの

強強
行行
、、
イイ
ララ
クク
戦戦
争争
のの
長長
期期
化化
なな
どど
国国
際際
平平
和和
をを
脅脅
かか
すす
多多

くく
のの
問問
題題
がが
発発
生生
しし
てて
いい
まま
すす
。。

国国
内内
にに
おお
いい
てて
もも
いい
じじ
めめ
にに
よよ
るる
自自
殺殺
者者
のの
増増
加加
なな
どど
教教

育育
現現
場場
でで
のの
様様
々々
なな
問問
題題
がが
発発
生生
すす
るる
中中
、、
安安
倍倍
政政
権権
がが
推推

しし
進進
めめ
るる
教教
育育
基基
本本
法法
のの
改改
正正
はは
数数
々々
のの
議議
論論
をを
醸醸
しし
出出
しし

まま
しし
たた
。。

人人
類類
すす
べべ
てて
にに
共共
通通
すす
るる

｢｢

平平
和和｣｣

とと

｢｢

愛愛｣｣

をを
今今
ここ
そそ

『『

平平
和和
をを』』

のの
都都
市市
宣宣
言言
をを
行行
っっ
たた
雲雲
南南
市市
かか
らら

｢｢

如如
己己
愛愛

人人｣｣

のの
精精
神神
でで
世世
界界
にに
発発
信信
、、
アア
ピピ
ーー
ルル
しし
てて
いい
きき
たた
いい
とと

思思
いい
まま
すす
。。

政政
府府
はは

｢｢

いい
ざざ
なな
ぎぎ
景景
気気｣｣

をを
超超
ええ
るる
好好
景景
気気
がが
続続
いい
てて

いい
るる
とと
発発
表表
しし
てて
いい
まま
すす
がが
、、
地地
方方
にに
とと
っっ
てて
はは
依依
然然
とと
しし

てて
景景
気気
回回
復復
のの
実実
感感
がが
なな
いい
状状
況況
でで
ああ
りり
まま
すす
。。

雲雲
南南
市市
でで
はは
、、
1177
年年
４４
月月
にに

『『

財財
政政
非非
常常
事事
態態
宣宣
言言』』

をを

発発
しし
てて
以以
来来
、、
事事
務務
事事
業業
のの
見見
直直
しし
やや
公公
共共
施施
設設
のの
整整
理理
等等

様様
々々
なな
行行
財財
政政
改改
革革
にに
向向
けけ
てて
のの
取取
りり
組組
みみ
がが
なな
ささ
れれ
てて
きき

まま
しし
たた
。。

市市
議議
会会
とと
しし
てて
もも
市市
民民
のの
立立
場場
にに
立立
っっ
たた
行行
財財
政政
改改
革革
をを

提提
言言
すす
べべ
くく
、、
昨昨
年年
９９
月月
定定
例例
会会
にに
おお
いい
てて
行行
財財
政政
改改
革革
調調

査査
特特
別別
委委
員員
会会
をを
設設
置置
しし
、、
精精
力力
的的
にに
調調
査査
、、
研研
究究
をを
行行
いい
、、

1122
月月
定定
例例
会会
でで
中中
間間
報報
告告
をを
行行
っっ
たた
とと
ここ
ろろ
でで
ああ
りり
まま
すす
。。

行行
政政
はは
、、
過過
去去
をを
真真
摯摯
にに
反反
省省
しし
、、
将将
来来
をを
見見
据据
ええ
自自
治治

体体
とと
しし
てて
のの
経経
営営
理理
念念
をを
導導
入入
しし
なな
がが
らら
目目
的的
やや
住住
民民
とと
のの

責責
任任
領領
域域
をを
明明
確確
にに
すす
るる
たた
めめ
のの
公公
正正
・・
公公
平平
かか
つつ
透透
明明
性性

のの
ああ
るる
しし
かか
もも
効効
率率
的的
なな
責責
任任
ああ
るる
仕仕
事事
をを
実実
践践
すす
るる
ここ
とと

にに
尽尽
きき
るる
とと
思思
いい
まま
すす
。。

｢｢

石石
のの
上上
にに
もも
３３
年年｣｣

とと
言言
いい
まま
すす
がが
、、
３３
年年
すす
るる
とと
様様
々々

なな
ここ
とと
がが
見見
ええ
てて
くく
るる
もも
のの
でで
すす
。。
今今
年年
ここ
そそ
雲雲
南南
市市
行行
財財

政政
改改
革革
元元
年年
とと
位位
置置
づづ
けけ
市市
民民
、、
議議
会会
、、
行行
政政
がが
一一
体体
とと
なな
っっ

てて
同同
じじ
視視
点点
でで
物物
をを
見見
てて
感感
じじ
考考
ええ
なな
がが
らら
、、
一一
つつ
ずず
つつ
行行

動動
にに
移移
しし
てて
いい
きき
たた
いい
とと
思思
いい
まま
すす
。。

合合
併併
以以
来来
、、『『

生生
命命
とと
神神
話話
がが
息息
づづ
くく
新新
しし
いい
日日
本本
のの
ふふ

るる
ささ
とと
づづ
くく
りり』』

をを
基基
本本
理理
念念
とと
しし
てて
まま
ちち
づづ
くく
りり
をを
進進
めめ

るる
雲雲
南南
市市
にに
はは
、、
そそ
れれ
ぞぞ
れれ
受受
けけ
継継
ぎぎ
次次
のの
世世
代代
へへ
伝伝
ええ
るる

べべ
きき
もも
のの
がが
たた
くく
ささ
んん
ああ
りり
まま
すす
。。
伝伝
ええ
るる
べべ
きき
もも
のの
がが
たた

くく
ささ
んん
ああ
るる
とと
いい
うう
ここ
とと
はは
地地
域域
のの
文文
化化
がが
豊豊
かか
なな
証証
でで
すす
。。

｢｢

温温
故故
知知
新新｣｣

のの
ごご
とと
くく
、、
今今
ここ
そそ
雲雲
南南
市市
のの
自自
然然
、、
伝伝

統統
、、
文文
化化
、、
風風
習習
なな
どど
ふふ
るる
ささ
とと
のの
良良
ささ
をを
再再
認認
識識
しし
、、
親親

かか
らら
子子
へへ
そそ
しし
てて
孫孫
へへ
とと
日日
常常
生生
活活
のの
中中
でで
大大
切切
にに
伝伝
ええ
、、

新新
しし
いい
文文
化化
をを
創創
りり
出出
すす
たた
めめ
にに
、、
市市
民民
のの
総総
力力
をを
結結
集集
しし

てて
いい
かか
なな
けけ
れれ
ばば
なな
りり
まま
せせ
んん
。。

雲雲
南南
市市
議議
会会
はは
昨昨
年年
1111
月月
、、
任任
期期
のの
後後
半半
をを
迎迎
ええ
るる
にに
ああ

たた
りり
構構
成成
替替
ええ
をを
行行
っっ
たた
とと
ここ
ろろ
でで
ああ
りり
まま
すす
。。
全全
議議
員員
がが

気気
持持
ちち
をを
新新
たた
にに
しし
、、
よよ
りり
豊豊
かか
でで
住住
みみ
よよ
いい
まま
ちち
づづ
くく
りり

をを
目目
指指
しし
てて
ささ
らら
にに
創創
意意
工工
夫夫
をを
重重
ねね
、、
市市
民民
のの
皆皆
様様
方方
のの

ごご
期期
待待
にに
応応
ええ
るる
よよ
うう
邁邁
進進
をを
しし
てて
いい
くく
所所
存存
でで
ああ
りり
まま
すす

のの
でで
、、
どど
うう
かか
本本
年年
もも
相相
変変
わわ
らら
ぬぬ
ごご
支支
援援
・・
ごご
協協
力力
をを
いい

たた
だだ
きき
まま
すす
よよ
うう
心心
かか
らら
おお
願願
いい
申申
しし
上上
げげ
まま
しし
てて
新新
年年
のの

ごご
挨挨
拶拶
とと
いい
たた
しし
まま
すす
。。
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新新
年年
ああ
けけ
まま
しし
てて
おお
めめ
でで
とと
うう
ごご

ざざ
いい
まま
すす
。。

市市
民民
のの
皆皆
様様
にに
はは
、、
希希
望望
にに
満満
ちち

たた
新新
春春
をを
おお
迎迎
ええ
のの
ここ
とと
とと
、、
謹謹
んん

でで
おお
慶慶
びび
申申
しし
上上
げげ
まま
すす
。。

ささ
てて
、、
昨昨
年年
はは
、、
中中
国国
横横
断断
自自
動動
車車
道道
尾尾
道道
松松
江江
線線
とと

尾尾
原原
ダダ
ムム

本本
体体
工工
事事
のの
起起
工工
式式
がが
執執
りり
行行
わわ
れれ
、、
そそ
れれ
ぞぞ

れれ
順順
調調
にに
事事
業業
がが
進進
捗捗
しし
てて
いい
るる
ほほ
かか
、、
身身
体体
教教
育育
医医
学学
研研

究究
所所
うう
んん
なな
んん
のの
オオ
ーー
ププ
ンン
にに
よよ
りり
、、
生生
涯涯
現現
役役
でで
過過
ごご
せせ

るる
まま
ちち
づづ
くく
りり
のの
実実
現現
にに
もも
努努
めめ
てて
まま
いい
っっ
たた
とと
ここ
ろろ
でで
ああ

りり
まま
すす
。。

まま
たた
、、
多多
くく
のの
市市
民民
のの
皆皆
様様
もも
ロロ
ケケ
にに
加加
わわ
っっ
たた｢｢

うう
んん
、、

何何なな
んん

？？｣｣

がが
クク
ララ
ンン
クク
イイ
ンン
しし
、、
ここ
のの
雲雲
南南
市市

ふふ
るる
ささ
とと

をを
舞舞
台台
にに
しし
たた

映映
画画
はは
、、
今今
秋秋
、、
完完
成成
予予
定定
でで
ああ
りり
、、
歴歴
史史
、、
伝伝
統統
そそ
しし
てて

文文
化化
等等
、、
広広
くく
地地
域域
のの
魅魅
力力
をを
ＰＰ
ＲＲ
でで
きき
るる
とと
とと
もも
にに
、、
地地

域域
活活
性性
化化
のの
起起
爆爆
剤剤
にに
繋繋
がが
るる
ここ
とと
とと
期期
待待
しし
てて
おお
りり
まま
すす
。。

まま
たた
、、
国国
政政
でで
はは

｢｢

美美
しし
いい
国国
、、
日日
本本｣｣

をを
掲掲
げげ
、、
安安
倍倍

政政
権権
がが
誕誕
生生
しし
、、
引引
きき
続続
きき
、、
財財
政政
健健
全全
化化
にに
向向
けけ
歳歳
入入
・・

歳歳
出出
一一
体体
改改
革革
がが
実実
施施
ささ
れれ
るる
とと
とと
もも
にに
、、
国国
のの
平平
成成
1199
年年

度度
予予
算算
編編
成成
方方
針針
でで
はは
、、
地地
方方
分分
権権
改改
革革
推推
進進
法法
にに
よよ
るる
行行

政政
のの
ささ
らら
なな
るる
スス
リリ
ムム
化化
・・
効効
率率
化化
をを
進進
めめ
るる
とと
ささ
れれ
てて
いい

まま
すす
。。

新新
しし
いい
年年
をを
迎迎
ええ
、、
ここ
れれ
らら
のの
改改
革革
がが
、、
地地
域域
のの
実実
情情
・・

地地
方方
のの
声声
がが
反反
映映
ささ
れれ
、、
真真
のの
地地
方方
分分
権権
にに
繋繋
がが
るる
よよ
うう
、、

島島
根根
県県
・・
市市
長長
会会
等等
とと
もも
連連
携携
しし
、、
国国
にに
対対
しし
継継
続続
しし
てて
働働

きき
かか
けけ
てて
まま
いい
りり
まま
すす
。。

ここ
れれ
まま
でで
、、
雲雲
南南
市市
にに
おお
きき
まま
しし
てて
はは
、、
ああ
るる
べべ
きき
行行
財財

政政
運運
営営
をを
求求
めめ
、、
雲雲
南南
市市
行行
財財
政政
改改
革革
大大
綱綱
及及
びび
集集
中中
改改
革革

ププ
ララ
ンン
にに
基基
づづ
きき
、、
抜抜
本本
的的
なな
見見
直直
しし
やや
、、
揺揺
ぎぎ
無無
いい
改改
革革

をを
断断
行行
しし
てて
おお
りり
、、
今今
はは
、、
我我
慢慢
すす
べべ
きき
はは
我我
慢慢
すす
るる

｢｢

忍忍

耐耐｣｣

のの
時時
でで
ああ
りり
、、
明明
日日
のの
雲雲
南南
市市
がが
花花
をを
咲咲
かか
せせ
るる
ここ
とと

がが
でで
きき
るる
よよ
うう
、、
厳厳
しし
いい

｢｢

選選
択択｣｣

にに
よよ
りり
、、
やや
るる
べべ
きき
ここ

とと
をを
やや
るる
ここ
とと
もも
大大
切切
でで
ああ
るる
とと
考考
ええ
てて
おお
りり
まま
すす
。。

まま
ちち
はは
人人
をを
育育
てて
、、
人人
はは
まま
ちち
をを
育育
てて
まま
すす
。。
市市
長長
就就
任任

以以
来来
掲掲
げげ
てて
きき
てて
おお
りり
まま
すす

｢｢

徹徹
底底
しし
たた
情情
報報
開開
示示｣｣

、、｢｢

健健

全全
財財
政政
のの
早早
期期
確確
立立｣｣

、、｢｢

地地
域域
のの
一一
体体
化化｣｣

のの
３３
つつ
のの
基基
本本

方方
針針
にに
つつ
きき
まま
しし
てて
はは
、、
引引
きき
続続
きき
不不
退退
転転
のの
決決
意意
でで
取取
りり

組組
むむ
とと
とと
もも
にに
、、
職職
員員
のの
事事
務務
遂遂
行行
にに
ああ
たた
っっ
てて
はは
、、｢｢

接接

遇遇
のの
向向
上上｣｣

、、｢｢

迅迅
速速
・・
決決
断断
・・
実実
行行
・・
報報
告告
のの
徹徹
底底｣｣

、、｢｢

迅迅

速速
・・
正正
確確
・・
親親
切切
・・
丁丁
寧寧
なな
事事
務務
処処
理理｣｣

、、｢｢

積積
極極
的的
なな
情情
報報

のの
入入
手手｣｣
のの
４４
つつ
のの
実実
践践
のの
ささ
らら
なな
るる
徹徹
底底
をを
図図
っっ
てて
いい
くく

所所
存存
でで
ああ
りり
まま
すす
。。

ささ
らら
にに
、、
今今
年年
はは

｢｢
生生
命命
いい
のの
ちち

とと
神神
話話
がが
息息
づづ
くく
新新
しし
いい
日日
本本

のの
ふふ
るる
ささ
とと
づづ
くく
りり｣｣
をを
基基
本本
理理
念念
にに
掲掲
げげ
るる

｢｢

雲雲
南南
市市
総総

合合
計計
画画｣｣

のの
スス
タタ
ーー
トト
のの
年年
でで
ああ
りり
まま
すす
。。

雲雲
南南
市市

ふふ
るる
ささ
とと

のの
魅魅
力力
をを
引引
きき
出出
すす
ここ
とと
のの
でで
きき
るる
まま
ちち
づづ
くく
りり
、、

市市
民民
のの
皆皆
様様
のの
総総
力力
がが
結結
集集
すす
るる
まま
ちち
づづ
くく
りり
にに
傾傾
注注
すす
るる

所所
存存
でで
ごご
ざざ
いい
まま
すす
のの
でで
、、
市市
民民
のの
皆皆
様様
のの
一一
層層
のの
ごご
理理
解解
、、

ごご
協協
力力
をを
おお
願願
いい
申申
しし
上上
げげ
まま
すす
とと
とと
もも
にに
、、
皆皆
様様
のの
ごご
多多

幸幸
をを
祈祈
念念
いい
たた
しし
まま
しし
てて
年年
頭頭
のの
ごご
ああ
いい
ささ
つつ
とと
いい
たた
しし
まま
すす
。。
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